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/再生

`ゑ
`む

 護るゎ移ソあ /導習ψぞた

ぇルrr〃″ひJり 多

、コ_ へ‐%均 ηなき・ヒ タ●・・4″湯

`騒鑑rЪガ
密
7;麟

`ツ

ム̀
ぁ毛ん0′のひ例多

夕.′薇緩稔 なゼ澪″″
潟飾締

“
η

`ル
″ 総攀懸3ズ解島夢fFg3.

ノイ搬版 妻雑l″権 すJ燎1、 輸 力,・″レ

=み
をリゥク■,多 .

―ユ十 ―



0棄 在 珈 鶯

多寿 軍 鮪 七 孝 脅 を z・
,ハ 者 雛 ムι

κ キ 絶 考

影うやイl二 幽,L●い
f/しぃり^卜

 窪2つ てヽ̂ 名
、、多ャw'一 つ`らヽ

'
イレレグも^%が つ`い降 、12、、多“

'マ
■ 参17蕉 落〔颯饉

^薇
雄せ

xrク 後`
^t ttI爆

レ髯■レ2、、b′ 場哺弩なをヽ婢ん2、 tう 警漁口

“

'、し卜し

ンプ五カ 1:l駐 二ヽ、′ぬ0(■ いく。か■夕鶴 ヨr鷺篠無掌o4 /う‐‐つ^
動

^｀

子ボ f雄良や
｀
マ職い,チ 1へ 宰 W´ レ`ロ綬^鷲

1`● ムfろうゃヽ、7υミみ

窯
´
こt,縁ぶ蒸、1移 t纂して。(姜い づ`ンし

'レ
タヽヽ一-1ん千ι奮レJ畿ん

子タィヾ  4ち ｀ヽ^で
■1体 、ヽ多して ――` ~

理論ラ埒
^妥

菫 百 ラキてハ多躊、静ち4し 、ヽ,し Jを 、,。 参サづヽ`豪 碑゙
^

ル澄
`ヽ

みるじ鬱うi冬 結ヽυ.f´ いVラちが
'ヽ

をッ
` tハ

湾サチ場1,党世t

猿 典,ぁ 輛 多いごら い 強 李 れ な し幸 。そMヽ ,級 ふ 嘲|`←し1■ 孝卜
`,ち

Mてレ

、を、ヽ●‐響い
^■

' 多離
^し

霰t`)磁 が`o(bれ嬌嗜´蜆各政蓄こヘ

多蕪
`脅

aき ν`多。″た発 |ヽラス4、″界■サν予仁  ら
"季

冬ヽ外Ъ,ハゥ

′′を多′ヽり1■ し`多′
多 ヨヨ壽 多孝レ ノ＼1。 移撃 罐v ttF″辛 υ

^い
4ヽそ数 初鷺 ,,1び｀

")レ

.

介
～
・い 多 能 レ妥で .ヽマ υ ,多嬌レ ●イルち葬1暉 鰤 絶 ド ユ7｀ |,、、ャ カ 、と

考πうし雙灘Iじ 笛 多各庫νケレヽチ
“

‐`)纂 ■、ヽなくう
^2゛

ν予。Vや プ`、ラ
^

イをで`ヽ
`1隊

嫁 い‐つ)場レ、ヽ47・・レか訟`じ1,f煮孝ヽ
`ι

l'資
'み

燿可z゛

3み。J躊レ惚
^ふ

ゃヽお″素t多 、、多すtt後奪ν手´
`、

v多 。 ,口 輌ψ孝

冬レ多ηん 轟レ 移み縣^染 κ t脅 て多 t`与 )`●
'4字 フ、考核 υ,4,ル

'マヤレ、ガイ′■々 恢 練 多詢 I夕 礼魔1ダんし,縣羅象 ■゙茅か、J媒幾■い子ムを`

'多
り` り .

角 4レ t 髭 レ爵ル な 場者 移 か 帝 イ)ル ド 冬ヽ■

'も
^´

、業面 喀 ろしぃ

デンつψし棄脅 が警キ,2ぃ ,^Zヽ 4o

鵞黎鴛 織[可 斗家 饉へらち秀|■ 行ヽついしろ多幾筆 τか
^●

ず2‐ 行

モ
=ヽ

ユ
'4・

篠 τかZゼ セ脅イブ″つ、ン■言で:Ztttて 3,、 qな Iマ 、ヾゎ

子
^準

彎畜′
`ト

レ2｀ J ヒヘ
`マ

多響公 /`ヽ 1ッ |=や 、レti予っ2、1,^t゛ 誡ズ霊

聾笙畿、多せ4く 絡
^■

2勇:菫 移l」 イン亀■1711,レ
'。

もっし潔員1継鸞Ap・
‐
インラツ

`し
多。ハ.9-■°́ イ啜トイ1■ イJ'か

'い
ィ゙ レサ

`t■ 'レ

′ら,ヾ 蠍輩瑶蒻季Zで

モ■i ti■ 1・‐・
11:て 、■ 1,卜 t」 ン静 二でtr卜 13■ .|ヽ 争,(■ イ_■:凛

1ヤ こ,「´
…=11し

二 1‐ )● ■ 1増 _雑 ■ ■ ,く ■ヽ蟹なみ
=,4=γ

l、 、

構基 ボ 斧f・
・餞 |,1′ 多■覧、ヽ 受輩 写か象ダ 給料 じtい ,11^滲 チヽな

′
=幸

葛く・券r′望ン、多學́ /■ ,rf =・て t・ 脅レι、7,i― バ 9`今 ´
=■

1,

嬌 象

多オ

25



ウfイレアキ
`舜

でケンテ
`｀

歓雄詢承ヤ分薇マC・・捨籐 せをF,鋒 fすし子:

ゴz当 曰 υぅべヽ秋卜■ふこでレ,Vヽ ハ`ヾ゙ らケツ2・・し脅く冤τJ鷺

■し
^レ

lう 千
'デ

駆かラし、多し,t/多 o羅卜1詢
^珀

しt,次 じAし 43、 そユ■整

橘夕1、 シド■ヽ う.1^κ
^者

熟寿  々tυて漁ツヽ 勉ヽ強ぃ,しL残トイ3字

魏鱗磁免域鶴:鴇離RTIを
｀
rttκ聾勇〔譲委俎

■孝ズ軍積 q^ョ 、,っ く争て、多 じ ヽヽ2浜 ぃ多 象やヽヽ
■
・

2・ ン義 ′ヽ短ヽ 饉 漑 ■ュ 1・、F｀

`が
そ｀

てヽ
'オみをν手 。Й し 1ヽ1脅 'ヽ審 働ヽ 鮨 場 鵞υ

‐
14、 額 素 じ t柩 ll・ 'ら 44)

← れ4多 い■゙ 炊 :ち颯各 5後 あびイ レ〕エレ 専等 lJ‐
 ´丼貿躊 薇

‐
辞 しiJ嗜 ゴ島 、、

い

石 ちぃ鷲 1」二 孫 t島
嘱 壺 箸 ζ 髪 ≫ 鶉

j

多彰 'し 携 協
'ヱ

l― ■■3へ 」ヽぃ巧

4椰 レt後ワt3マ
‐

'分
宙争1/2、7 可寝て

^t吼
マ場ど(苺てて4千″t^34。「芝■t、 り

at、 ・lt嬌 ハζ ttz夕髪露と考うん
´
●

`り 考ヤかt4ず｀
力tイ ,■ い3み l‐ 、、

多■。

laぅな 移初執人 t,じ.2

移 t弊で 亀 ^輩 多 ぅゥ,い｀

,4 % 路 後 4

ぅ。

`拿

『 彙
`脅

席 琢 総 魂 孵 f「 議 lt奪 1,プ ξ島雷 危

,ウ tカ ン中、fZtt t aィ ヤ
^_―

」し扱為膨 づんム鷲僣λか・ヽ OT‐ っ2

、ヽら ヽヽ一 、゙ll t ν字 。之́ ヨ毯た口′り,新老客薇 嗜つ無が 行 :′ 麟■3,と■

0,■ ヽヽ多 。わ■2、ウ,う し 2ヽ・ 2● 終 えてで僕ヽ
`い

.■
ク

`昴
″ヤ。́ 零移場凝

客
ゞ
みヤち,(ダ て、多 多芯 線tじ゛

多、りじヨめマイ
ゞ01を潟 tし  嗜 八爆情 酪´,た^

珍ハ
`ぅ

、ぅヽ ぎLZぃ ,っ づ■ヽ'《 えら篠デ鶴グ′κィクヤルヽaで 'ヽ後 ふヽ,多
`

|マ れ ■4っ V～争 4ヽ〔 、ヤてハふ重子ざ ,tt、 ,こ 下 、り.J最彙
1‐l・ を 計ザィz`手。千書凛ごl tt. ,k■ 襲 お著=IJ fち J tt F― ●■

|,レ しtj」 =ギ 111 1ち ―ヽ t́t′ tずい.I二 11'1′
= 嗜島、,雅 it〔

うЙ●壺Ltl れぃゃ、卜,っ
°7t^'乃 争` しぃう窪 、ヽ答 イ考wし 晩t,1ゎれ

イ́
`、

^・
eハ 'ヽ各 `て `し

■
'1■

. ■IⅢ

一】

７
，

26



ι易諄鷲tit=じ舞 1■
絲・う舟イ

"■ 'お
可射

レ多ンドハ、い町 1,か 饉4■中,●
《

=r● ,レロ tr′ tr´ tl,=rrら れそ

“
`H》

濠 ル .,ごろ7'レイ94
111プ 千 夕り'Iマ

ー
^ふ'1,崚 ′― をしストーレ .衆レ● 7‐ ニレゲ列卜餞

多れ,多 鸞働
=織

静手二・
・T●し,レ 千オ●17´

^●
りヽ・ じゾハ・ クlr

ilラつ`
19´ ,tr〕し、っ、7 St,r'_レ ィコ=レ

'―

=),マ トールしいう書レ
、、鮨撃1ク サ多,レt籠

`粕
し,二、多● _ヽハ多。)をレマ鶯 い多看口、P`導贅a● 多輛めィ=ハうち■終二

為F嚇
=裁

激 L評げ ら2o M t'り'千′・ ●ウう■ 。 (ぃ ぅ
“/Lttν t 4'表 ゃ

"卜
ご〕魚二38● 歯■ 年ゃれlr T義 主、ぃ・、・ヽ L

4ぁ 虜ハ後、
`■

■2、 多ヽ
`な

■3`νヶν __.電哺 fら ルヽ多●■F乖Ⅲ
F―

舜ね‐1レ つししレら■l″千幸僣ンドハぅし|し、′鷺魚
`多

,じド
ヽ`ヶt'■ 1う ν■'レ

‐ ‐̈
|・ 藝綺

^崚
fラハ■■石餞小多讐,■ 21手

t,υ .●・0ゎ●4゛ を,ルく0ロセミ■tytレ孝,,ハ なあ子:モ彙υ_■■ゎ
′■1多

ヽヽヽヽ‐,メ 律 費■
'お

ィレ都 1ヽ,電腱f,づぁラいゲ●妨 tL
参,多 レ●、■ 、、.‐ ―らをで 一‐‐ハ■ tレυt、ヽ一―」、ヽつυ

`■
ザ●ハ

千和//冤 みう

"俸
千件 を つシれ ′ベ ル千 .●Fレ 移a■ら.__… …‐い シ`リ

らそ
`‐

可ュし`.をム嗜
'34‐

reら,ハをふぅ。し,′ たれて■ttFヘボ.■、F
ずっ多νF乃う。ヽヽ■

'・

t多 機 自●■み.燎 ダ L怪 Fぃ み颯,s、コとぃ‐

鵞損:f多零碁カニr鷺求ミ表Yュ〔.、度ゝ 拳禁■
いう̂卜

・井11年 二A■■:・
2・■●.

みft掌」箭毛罵:蹴■
=冨

身鞣IL畷耽
=

鶴■二じγ質i轟t漁■k二∵tr篇
=r名■つ椰‖,レ 140“ .夕れ,,,Fキリ。を二●|%.■●M●い,■

fじ為J:tダ■:_税器己職蹴 二
=裁

:二 :: 

‐

…   27



イ14口々 t417々′…1■ |」 し1

■Ffr/.をれ空ヤブ¬そ1角獲 L勲碑
キ

“

子■ 鷲を
～

じ 嗅ヽ め じキ .

"ν
、摯薦レャニoこ tム 哺凛狛をヽ

“

|́し 二千●Lヽ1■ 1.｀ 1:こ 4■毎
■じ 蟻 毎 。粋 織 多ル 十■ 占:1111社 了棚 空参んでし,`'_■りほ て

～
●ん●」

講:等狂tt」よIIょti黎1鸞彎輛 1粛ふ
ん
^脅 な可)

者歯^孝ケt後、
`悸

れ ■1ゃ _.け ん,I多 多いず,千Jし・ マ移J嬌
多ヽいふ

“

ル●んキ箋れ ,,ぅャゥィ3.fu●●ル fげ
"氏

,,'っ手●コニ
ニ
'■

電`影霧薔多1,′t.りり′彙僣
^,多

り
=,嘔

え喘ドふ参.ft｀ャ′
でぶ/ソマ率′ %Lハ 彎 ―ヽ・A'■刊口繊多暉なふ多.ドマ

“
■2・・17,(

訥み,し
'あ

る。 tVT Jkta.晩 仄守(■ |■ルしちぐり,、 多ふ哺撃ムつち
ズ7レ じ命^←

い,■キ・嗜ィカ´

`■

|.く ltぐ■υ長■って2ぃ手千彙
"矢

.ヽ

`予
尋鞍筆^τttt縣ぃ手

^輌
′〉″2・

・●ち冷tなぬ2,ョャ、.■ ).

彰 tセすソて 多
"ν

7し 4｀Йザ 卜々■■ゥL・・●れ.後 1ヽ2"残 レ脅t考弔

よご℃チる真f蔦ム互ち
・
1獅 11=11[葉ミntl■驚

ワ宅ね。ヽ・ヽ人し,,ぁぃて
^り

OЙゲ.frr tt7.衆 いOa ttta可 べヽく
篠●S、 し,し 一‐夕η■■ド囃 ●鷲,一―ヘルぼしばし脅 仁

"`ノ%、 fζ

“
省14.無ふ,し t、 ■ヽ「・ で,

し1カ 、1■レ颯置漁「
^4●

A働
`口

呵じ・2・●降だっ、ヽ2・
‐F鮮撃ゞ じt、、

そ

`じ

多1じ
`・

レ多
=凛 t予 、マ

`僣
多レ僣ヽ

「

り■ ,″ 多 ゃヾ をLh,秘 容‐

し1ほ
^彰

ハtぅ が2デ ムⅢり争ぃ多僣,
:■●■■舛口なウぁろぃヽτ嘲場陶収
ほ vtレ?り ,じゃヾ ,ルで,,●、、多レ

す.喘レtra“マ、、りし,■、Ⅲ…・Jt.肩力●尋、tロレ
"れ

で、ヽり●ゲ
"

け↓飢 鯖 富 離 こ投 li″11窮 募 寓 ギ 詰 ■
オレ●・手し鴨ヵ .書僣ηグ雌陶 っライレ

^千
ha二 4ドィ、:夕れ 考く

■

“

てをとしやF‐ ."しザお1^二率tらゃ、ひ″り督″ィ2ぃ ●移ヽ11 1 :‐

ユ8



鷺喜 壁 轟く纂 尊1彎 l● ・ゝI「

=
纂輝≒・

鞍 事 紀 ム難 輌     _

鸞議 に奮|:こ鶴 :

オ 4移 ユ囁 、ヽ7・ 璧減 奮争,と がマ .ョ 字観経窯
｀
か穆4千 薇・、議審れ

■警 蠍じプて 職 輩、ラ啜驚憾響僣t黎ご褒,しと薔.2レ多しヽ 空νか

"機

ぃ

亀攀■ヽ 警 、`)・ すヽ″いな纂う。な・うプ
`疇

セ雷ゃヽ,事風ず 、し、ヽわ鶴 議tか

督脅 登検 、真 l・ 亀霞 鸞 歌鑽 軋 警 紺 fi奮∫キ暑緊鋏
懇ぎ ｀

驀り・し、ヽりゃメヽ̀
1つ

しルひ…″ルづ仏■●
=‐

1`:・ z=ヽ 繰3゛ 柴ゃか りヽ
をみ 多ヽ t⌒

ji`ヵ
メ1'や こ`れ て :`"レ 妊び孝■甕彰4r｀しゃi李 ら争.穆

ち t

摯、予″讐じっぃ■も
'7¢

し,1,ヽ 』笠1爆 レ洛lif a゛熟家゙ ム継∂颯費み
艤 ′黙 :マドヽ 1,i撃 ん

^ヶ
プ ユ な

… …
稔 り げ 揚 ふ iっ ュ

´
金 、そ ■ 、、め 増 譲 2‐ 一 一

‐

楔雀多ギユウリヽ,幣初な 昴,tゾ警りき緩参憾 A′ 榛́ 務 粛 移、』人1,■ 1ヽ 4も

い
'■

、V懇 しし,a桟 寮 篭焦鷺ⅢIなみ 代 予 ,1,ッ0～ らυが鬱 ぼうや
^'ら

==畔
幹し′、為 じ・灘♯ せ摯t廟麹 ,゙か誓 預ナrヽttか撤イズ ,つい
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